

























































































ゴ コ  
 期の値を夫々1.5x】OGauss及びO.48x10Gauss-1と得た。この結果,正孔フエル
















































 ア マ マ ユ
 で最大周期,～100x]o,3.5xlo及び1.2xloGaussとなり,θが大きぐなるに従って
 減少した。更に種々の卯の直に対して測定がなされ,周期のθ依存性の挙動は望に似存しないことが
_7
 確かめられた。他方C軸鉛直の場合にはdH-vA周期は殆んど観測されず,その値はO、5・10
  
 Gaussより小さいこ.とが確かめられた。
 c軸方向に主軸を有する無限に長い円筒状フエノレミ面で期待される周期のθ依存性と測定結果との
 類似性からIIIBiのdH-vA効果に関与するフェルミ面は3個の無限に長い円筒状フェルミ面を多少
 修正したものであることが明らかにされ,著者はそれらのフェルミ面の形を作図することが出来た。
 なむ得られたフェルミ面の軸に垂直な最大又は最小断面の直径はα,β及びγ周期に対応して3.5x
リユる
 106,19x106,及び29xIOCmであった(
 更に振動振巾の温度依存性及び磁場依存性の観測から,α及びβ周期の有効質量及び1)ingleの散
 乱係数略子欠陥や他の不純物の存在などによる散乱を温度に換算したもの)のθ依存性が得られた。
 §5本論文の主要点
 〔1〕蒼鉛における電子エネルギー帯のスピン分裂がdH-vA効果で始めて観測された。
 匝〕アンチモンのIE孔フェルミ面の存在がdH-vA効果で始めて確認され,正孔フェルミ面に関し
 て,二種類のモデルが提唱された。
 〔皿〕InBiのdH一一vA効果についての本研究は金属的金属間化合物での最初の発見成果であり,金
 属的金属間化合物のエネルギー帯構造研究のいとぐちを開いた。
後 記
 なおこれらの研究は
 Y.Saito:ThedeHaas-vanハ.lphe日EffectofIIIBi.(Shortllote)
 よPhys・S・c・Jap孕n17〔1962)716・
 Y.Saito:ThedeHaas-vanAlphenEffectlnAntim㎝y.(Shortnote)
 」.Phys.Soc.Japan18〔1963)452.
 Y』Saito:SpinSp1星ttingoftheLandauLeveisinBismロthObservedbythedeHaas
-vanAlphenEffect.(Shortnote)
 」.Phys.S㏄.Japan18(1963)1845.
YSaito:ThedeHaas-vanAlphenEffectinAntimony.
 J.Phys.Soc.Japan19(1964)ノ∫68
LSaito:ThedeHaas-vanAlphenEffectinlnBi.
 Sci.Rep.RITU,16〔1964)茄1
 に掲載された。
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論文審査要
 ヒ
日
 斉藤好民提出の学位論文はr半金属及び金属間化合物のドハー・ス,フアンアルフエン効果(dH-
 vA効果)即ち極低温で戯場の強度とともに金属の帯磁率が振動的に変化する現象の研究」に関する
 もので金属の電子帯構造を解明するための有力な手段の一つである。
 本論文は次の3部よりなっている。第1部は蒼鉛のdH一一vA効果に関するもので,電子のフェルミ
 面は互に1200をなす3個の楕円体面をなし,正孔のフェルミ面は結晶z軸を回転軸とする長球状楕
 円体面であることを確めた。ついでdH-vA効果の振動ピークの電子スピンによる分裂をx,y,
 z軸に平行な磁場で初めて観測した。各々のg値:gxgYgzの値はOohenの理論値と一一致した。
 第2部はアンチモンのdH-vA効果に関するもので電子のフェルミ面は3個の楕円体面で振巾の温
 度変化から有効質量成分m1,m2,m3,m4の1直及びフェルミエネルギーの値を決定した。又正
 孔のフェルミ面としては2種煩のモデルが考えられる。第1のモデルは電子の場合と同様3個の楕円
 体面であり,第2のモデルはz軸を回転軸とする扁球状楕円体面に縦に6本の溝をつけた形のフェル
 ミ面である。この2つのモデルのいづれが正しいかは現在まだ不明である。
 第3部はインジユム蒼鉛化合物のdH-vA効果に関するもので金属的金属間化合物についての結果
 としては最初の仕事である。結晶z軸を磁場に水平にした場合のdH-vA効果の3種類の周期及び
 z軸を鉛直にした場合の周期からz軸方向に主軸を有すろ3種類の細長い変形円筒状のフェルミ面の
 存在を推定しその大きさを決定した。
 以上の結果は半金溺及び金属間化合物の電子帯構造を解明するための新らたな重要な資料を得たもの
 と云うことが出来る。よって斉藤好民提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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